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１. 2011年度 学年暦 
※4/29「昭和の日」、7/18「海の日」、10/10「体育の日」は平常授業を行います。 

（学部） 
期別 月 日（曜） 事      項 

１日(金) 学年始、入学式 

２日(土) 1 回生学科別ガイダンス、メディア＆登録・資格ガイダンス 

２日(金)～５日(火) 受講登録（1回生／2･3 回生編入生） 

４日(月) 1 回生英語テスト、健康診断（1回生／2･3 回生編入生） 

５日（火） 1 回生学生生活ガイダンス、1･3 回生キャリアテスト 

７日（木)～８日（金) 初年次導入教育プログラム 

９日（土) 前期授業開始 

１２日（火)～１９日（火) 受講登録訂正期間 

１４日（木） 第一次出席簿（暫定版）配付 

４月 

２９日（金・祝） 昭和の日（平常授業） 

２日（月） ４月２９日の振替休日 
５月 

１１日(水) 第二次出席簿（確定版）配付 

１８日（月・祝） 海の日（平常授業） 

２３日(土)、２９日(金) 前期授業調整日 *2 

２３日(土) 前期英語テスト 

２８日（木) 前期授業終了 

７月 

２９日（金) 前期卒業論文提出締切 

１日（月）～４日（木） 前期授業調整日 *2 

８月５日（金)～９月２０日（火) サマーセッション 

８日（月） 前期成績報告締切（紙） *1 
８月 

１２日(金) 前期成績報告締切（Web） *1 

９日（金) 前期成績通知開始 

前期 

２０日（火) 前期卒業式、後期入学式 

２１日（水) 後期授業開始 
９月 

２２日(木)～２９日（木) 後期受講登録訂正期間 

10 日（月・祝） 体育の日（平常授業） 

１８日（火） 後期科目出席簿（確定版）配付 

２０日（木) 創立記念日（平常授業） 
10 月 

下旬 大学祭（予定） 

1２日（月)～１５日(木) 卒業論文受付期間 

１７日（土) 後期英語テスト 

１２月 

 

 ２４日(土) 年内授業終了 

６日(金) 年始授業開始 

２３日(月) 後期授業終了 

２４日(火)～２８日(土)、３０日(月) 後期授業調整日 *2 

１月 

 

 
３１日(火) 

１日（水） 
次年度履修ガイダンス 

２日(木)～９日(木) スプリングセッション開始 

６日（月） 後期成績提出締切（紙） *1 

１０日(金) 後期成績提出締切（Web） *1 

２月 

 

 

２４日(金) 卒業認定通知 

２日(金) 後期成績通知開始 

１０日(土)～１３日(火) 受講登録（2012 年度分） 

１５日(木) 卒業者各種資格証等交付日 

１６日(金) 卒業式 

後期 

３月 

３１日(水) 学年終 

*1. 成績のご報告にあたり Webによる場合と用紙に記入していただく場合で締切日が異なります。 
*2. 前期・後期授業調整日は、授業回数確保のため、補講やテストを行っていただく期間です。 
*3. 入試等大学行事により、一部日程変更となる場合があります。 



4/13 

（大学院） 
期別 月 日（曜） 事      項 

１日(金) 

学年始 

入学式、大学院ガイダンス、奨学金・研究援助等説明会 

「博士学位論文」一次提出期間開始（5/30 まで） 

２日（金）～５日(火) 新入生受講登録期間 

４日（月） 新入生健康診断 

９日(土) 前期授業開始 

１２日(火)～１９日(火) 受講登録訂正期間 

１４日（木） 第一次出席簿（暫定版）配付 

２７日(水) 
「研究計画書」提出期限 

(文研・文政研：博士後期課程/１･２回生、博士前期･修士課程/１回生) 

４月 

２９日（金・祝） 昭和の日（平常授業） 

２日(月) ４月２９日の振替休日 

１１日(水) 第二次出席簿（確定版）配付 ５月 

３０日（月） ｢博士学位論文」一次提出期限 

１日(水) ｢博士学位論文」二次提出期間開始（12/26 まで） 

６月中旬～下旬 
修士論文中間発表会・博士後期課程研究発表会 

(博士後期課程/２回生、博士前期･修士課程/２回生) 
６月 

３０日(水) 「予備論文」提出期限(博士後期課程/3回生以上) 

１８日（月・祝） 海の日（平常授業） 

２３日(土)、２９日(金) 前期授業調整日 *2 

２８日(木) 前期授業終了 
７月 

２９日(金) 前期「修士論文」提出期限 

１日(月)～４日（木） 前期授業調整日 *2 

８日（月） 前期成績報告締切（紙） *1 ８月 

１２日(金) 前期成績報告締切（Web） *1 

９日(金) 前期成績通知開始 

前期 

２０日（火） 前期修了式 

２１日(水) 後期授業開始 
９月 

２２日(木)～２９日(木) 後期受講登録訂正期間 

１０日（月・祝） 体育の日（平常授業） 

１８日（火） 後期科目出席簿（確定版）配付 １０月 

２０日（木） 創立記念日（平常授業） 

１１月 １日(火) 「修士論文等仮題目届」提出期限（看研） 

１日(木) 「研究計画書」提出期限（看研） 

２４日(土) 年内授業終了 １２月 

２６日(月) 「博士学位論文」二次提出期限 

６日(金) 年始授業開始 

１３日(金) 「修士論文」提出期限 

２３日（月） 後期授業終了 

２４日（火）～２８日(土)、３０日（月） 後期授業調整日 *2 
１月 

３０日(月) 
「研究成果報告書(博士後期/全回生)」提出期限（文研・文政

研） 

２月上旬 修士論文審査 

６日（月） 後期成績提出締切（紙） *1 

１０日（金） 後期成績提出締切（Web） *1 

１７日(金) 「修士論文等仮題目届」1回生提出期限（文研・文政研） 

２４日(金) 修了認定通知（修士・博士前期課程） 

２月 

２４日(金) 「満期依願退学願」提出期限 

１日(木) 「修士論文等仮題目届」提出期限（看研） 

２日(金) 後期成績通知開始 

１０日(土)～１３日(火) 受講登録（2011 年度分） 

１６日(金) 学位授与式 

後期 

３月 

３１日(水) 学年終 

*1. 成績のご報告にあたり Webによる場合と用紙に記入していただく場合で締切日が異なります。 
*2. 前期・後期授業調整日は、授業回数確保のため、補講やテストを行っていただく期間です。 
*3. 入試等大学行事により、一部日程変更となる場合があります。 
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２. 授業に関して 

(1) セメスター（学期) 
本学ではセメスター制を採用し、下記のように区分しています。 

期間 学期期間 授業期間 備  考 

前期セメスター 

（春学期) 

4月１日～ 

9月20日 

4月9日(土)～ 

７月28日(木) 

4月29日（昭和の日）および7月18日

（海の日）は通常授業を行います。 

5月2日は4月29日の振替休日です。 

後期セメスター 

（秋学期) 

9月21日～ 

翌年3月31日 

9月21日(水)～ 

1月23日(月) 

10月10日（体育の日）は、通常授業

を行います。 

年内は12月24日(土)で終了、年始は

1月6日（金）から授業開始します。 

※ なお、各セメスターとも、15週の授業を確保できるように学年暦を作成しています。 
※ 15週の授業が休講等により確保できなくなる場合は、補講を行っていただくようお願いいたします。 
※ 2010年度より、前期・後期とも曜日毎に 16週目を【授業調整日】として設定しました。期末テス
ト等を実施の場合は、この【授業調整日】も含めた 16週の中で、テスト 1回、講義等 15回として
授業計画をお願いいたします。また、【授業調整日】は、テストを実施しない場合には、補講日と

しても利用いただけます。 
※ 2011年度は、昭和の日（4月 29日）、海の日（7月 19日）、体育の日（10月 11日）を平常授業日
としています。 

 

(2) 授業時間 
通常の授業時間は下表のとおりです。 

１ 講 時 ９：００～１０：３０ 

２ 講 時 １０：４０～１２：１０ 

３ 講 時 １３：００～１４：３０ 

４ 講 時 １４：４０～１６：１０ 

５ 講 時 １６：２０～１７：５０ 

６ 講 時 １８：００～１９：３０ 

※ 土曜日は、土曜実施授業（補講含む）対応・図書館開館等、一部の大学業務のみ行います。 

 

(3) 出席簿 
出席簿の配布日程は下表のとおりです。 

日程 数次 対象科目 ご注意 

4月14日(木) 一次名簿 前期・通年・夏期集中・秋期集中科目 暫定版 

5月11日(水) 二次名簿 同上 確定版 

5月末予定 三次名簿 上記科目のうち、帰国留学生登録科目対応

該当科目のみ 

個別修正版 

※ 後期科目、春期集中科目の受講者名簿は、後期開始日（9月 21日）に「暫定版」を、10月 18日に
「確定版」を配付いたします。 

※ 受講者名簿を Excel形式でのデータとしてご希望の方は、教務部へご相談ください。 
※ 個人情報保護のため、授業以外でのデータ使用はご遠慮ください。 
※ 保育士養成課程科目等、各期末に出席簿（保存用）のご提出をいただきます。ご提出方法等は別途

ご案内いたしますので、ご協力をお願いいたします。 
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(4) 学生番号の見方 

学生番号の仕組みは以下のとおりです。 

 １ １ １ ０ ０ ０ １  

 ① ② ③  

 

① ＝ 学部・学科 等 ② ③ 

11：文学部 英語コミュニケーション学科 

12：文学部 日本語日本文学科 

13：文学部 歴史学科 

14：文学部 文化財学科 

15：文学部 児童教育学科 

16：人間発達学部 児童教育学科 

17：人間発達学部 英語コミュニケーション学科 

24：現代ビジネス学部 現代マネジメント学科 

25：現代ビジネス学部 都市環境デザイン学科 

31：看護学部 看護学科 

61：院・文学研究科 言語文化専攻（Ｍ） 

63：院・文学研究科 歴史学・文化財学専攻（Ｍ） 

64：院・文学研究科 歴史学・文化財学専攻（Ｄ） 

71：院・文化政策学研究科 文化政策学専攻（Ｍ） 

72：院・文化政策学研究科 文化政策学専攻（Ｄ） 

87：院・看護学研究科 看護学専攻（Ｍ） 

入学年度の 

西暦の下2ケタ 
一連番号 

学科ごとに001～ 

 

(5) 教材印刷 
先生方が授業で使用されるプリント等印刷教材の扱いは以下のとおりです。 

① 教務課に依頼 

→１週間前までに原稿を非常勤講師室内の「教材印刷依頼原稿入れ」へご提出ください。当日に教材を印刷

される場合の原稿は、各先生方により直接印刷室（管理特別教室棟１階）までご持参ください。 

② 自分で印刷 

→管理特別教室棟１階の印刷室で印刷してください。利用される際は「教材印刷台帳」にご記入ください。 

③ デジタルデータによる配信 ＊｢(14)コンピュータの利用について｣に記載 

 

（お願い) 

ゼロックス等での教材コピーは原則として行っていません。経費節約にご協力をお願いします。 

 

学生が授業発表用レジメを印刷する時には 

授業発表用レジメ等の印刷は、学生自身が行うことになっています。その旨 受講生にご指導く
ださい。 
① 学生は、学内等のパソコンやプリンターでレジメを作成することを原則としています。学内プリンターの印刷用

紙は、学生自身で用意させています。（印刷用紙は生協でも販売しています。) 

② パソコンやプリンターで作成できないレジメの場合は、コピー（モノクロのみ）の利用を許可してください。コピ

ーを利用するには、原則として、科目担当者の許可が必要です。 

③ 学生が「授業発表用資料印刷申請書・許可書」を持ってお願いにあがった際には、記載内容を確認の上、署

名・捺印(サイン可)をお願いいたします。この手続きにより、学生は大学生協でコピー機を利用できるようにな

ります。（印刷代は大学負担) 
 

(6) テキスト・参考書 
シラバス記載のテキストは、学内の生協で 3月末から順次販売を開始します。（但し、開講期が
後期の授業については、後期の授業開始にあわせての販売となります) 
また、参考書は、生協での受注販売となります。可能な限り本学図書館にも配置しています。 
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(7) 各種教材・機器の利用 
① 出席票、コメントシート等 
講師室と教務部に常備してあります。適宜ご活用ください。不足の場合は教務部へお知らせく

ださい。 
 

② 授業用機器 
各教室の機器設置状況は、14～15 ページの「教室視聴覚機器一覧」に記載しております。初
めて使用される機器については、事前に操作方法等ご確認をお願いします。また、機器のご使用

にあたり、専用キー（教務部設置）が必要な場合がありますのでご注意ください。 
ＤＶＤ、ビデオ、ＣＤ、スライド、ＯＨＣ、ＯＨＰ、コンピュータ※などの機器を使用される

にあたり、ご不明な点がございましたら、教務部までお申し出ください。 
また、以下のとおり「授業支援ＳＡ（スチューデントアシスタント)」を配置しております。
教室視聴覚機器使用にあたり準備・撤収などにご利用ください。 

 
※ 教室に設置しておりますコンピュータは2011年度より一部の教室を除きWindows７、MicrosoftOffice2007 と

なります。 
 
「授業支援ＳＡ（スチューデントアシスタント)」について 

授業にあたり、教室視聴覚機器を使用される際の準備、機器使用にあたってのトラブル対応、機器

の撤収について、先生方のお手伝いをする「授業支援ＳＡ」を導入しています。 

 

「授業支援ＳＡ」は以下の時間帯に教務部に常駐しておりますので、必要な場合は教務部までご

連絡をいただきますようお願いいたします。 

月・火・水・木・金＝時間帯調整中 

 

なお、「授業支援ＳＡ」は、授業実施にあたり、先生方に対し、主に教室視聴覚機器使用上の支援

をさせていただくものであり、受講者（学生）に対する支援を行うものではありませんので、あらかじめ

ご理解くださいますようお願いいたします。 

 

(8) シラバスについて 
シラバスにつきましては、Webにおいて学生に公開しております。 
その記載内容（授業計画・内容や成績評価基準等）を変更される場合は、授業内で十分にアナウ

ンスを行い、学生へ徹底していただくとともに、教務部にお届け出ください。お届け出いただきま

した内容はWebシラバスの修正により告知します。 
 

(9) 授業アンケートの実施 
前期・後期各 1 回すべての科目を対象に学生による「授業アンケート」を実施します。アンケ
ートシートは、データ部分と自由記述部分からなり、データ部分については集計を行った上で各授

業担当の先生方にお返しし、学生へのコメントをいただくこととしております。データはコメント

とともに学生に公表することとしております。また、自由記述部分は、直接授業担当の先生方にお

返ししますので、参考にしてください。 
 

(10) 休講と補講 
やむを得ず休講される場合は、事前に教務部へお届けください。既に教室内で学生に告知されて

いる場合でも、教務部へ届けてください。「届」に基づいて学生に連絡します。 
休講は、本学のポータルサイトを通じて学生に告知しています。 
各期または年間の授業回数が、下記を下回るようでしたら、補講をしていただくようにお願いし

ております。補講時間の調整は教務部までご相談ください。 
 
授業回数  ①半期週１回授業では15回以上（試験を除く） 

   ②半期週２回授業では30回以上（試験を除く） 
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(11) 臨時休講措置（『履修の手引き』参照） 
① 休講措置の基準 
次の a、bいずれかに該当する場合、授業は休講となります。 
 

a. 暴風警報又は大雪警報が京都府南部に出された場合 
b. 公共交通機関が台風等の災害やストライキなどのために不通となった場合には次の基準に
より休講となります。 
ｂ－1.京阪バス（山科・醍醐地域系統）と地下鉄東西線が両方とも不通になった場合。 
ｂ－2.上記(ｂ－１)が運行中でも下記の４交通機関のうち、3交通機関以上が不通の場合。 

・ ＪＲ西日本（大阪――草津間） 
・ 阪急電車（京都線梅田――四条河原町間） 
・ 近鉄電車（京都――橿原神宮前間） 
・ 京阪電車（本線・淀屋橋――出町柳間） 
 

② 休講措置の解除 
次の原則で授業を開始します。 
・ 午前 6時 30分までに解除・開通になった場合は平常通り授業を行います。 
・ 午前 10時までに解除・開通の場合には３講時（１３時）から授業を行います。 
・ 午前 10時を過ぎても解除・開通しない場合は全日休講となります。 

 

(12) 学生の出欠  

① 欠席届について 
欠席に関する本学の取り扱いは次のとおりです。いわゆる「公欠」扱いは行っておりません。 

授業を欠席する場合、必要であれば自分の意志でその理由等について担当教員に

報告し、指導を受けてください。欠席の扱いについては科目によって異なりますが、わ

ずかな欠席でも単位修得が認められない科目もあります（シラバス参照)。 

欠席理由の担当教員への連絡には「欠席連絡票」を利用してください。「欠席連絡票」

は教務部窓口、学生支援課窓口にあります。（『履修の手引き』参照) 

 

② 出席情報管理システム「出席クン」について 
本学では、出欠情報管理システム「出席クン」を導入し、学生にはカードリーダーによる出席

確認を行うように指導しております。「学生証」を活用してのシステムですので、授業で特別な

準備をしていただく必要はありません。 
授業への出席率等「出席クン」データを活用いただくことも可能です。また、学生証不携帯

や読み取り不備等により出欠データの修正等をお願いする場合があります。使用方法等の詳細は

「出席クン（出欠情報管理システム）使用マニュアル」（別途配付）をご参照ください。 
 
③ 学生出欠状況調査について 
きめ細やかな学生指導を実施するために、各期に「出席クン」のデータを活用し、学生の出欠

状況を調査いたしております。「学生証」による出席確認を行うようご指導いただきますようお

願いいたします。 

 

④ 出席簿の扱いについて 
「出席クン」データを活用し、各期末に「出席簿（保存用）」のご提出をお願いいたしており

ます。「出席簿（保存用）」のご提出にあたりましては、各期末に別途ご案内いたしますのでご協

力よろしくお願いいたします。 

 

(13) 学外授業など 
授業計画上必要な学外授業等がありましたら、事前に教務部までご相談ください。 
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(14) コンピュータの利用について 
※詳細は、情報メディアセンター（内線 291）までお問い合わせください。 

① アカウントの配布について 
コンピュータ(非常勤講師室および情報メディアセンター内)利用のためのアカウントを非常勤講師
室のレターケースを通じて配付しますので、ご確認の上ご利用ください。なお、このアカウントは非

常勤講師委嘱期間内のご利用となります。 
 

② ネットワークドライブの利用について 
学生向け教材の配布等でご利用いただくためのネットワークドライブを準備することが可能です。

希望される場合は、別途、情報メディアセンターまで申請をしていただく必要があります。 
 

③ 持込コンピュータの利用について 
プロジェクタが設置されている教室では、先生方ご自身のコンピュータを持ち込んでご利用いただ

ける場合があります。事前に必ず使用機種、使用予定内容、動作環境等についてご相談ください。な

お、ネットワークに接続を希望される場合は、別途、情報メディアセンターまで申請をしていただく

必要があります。 
 

④ メーリングリストについて 
授業用に、メーリングリストの開設を希望される場合は、別途、情報メディアセンターまで申請を

していただく必要があります。 
 

(15) 学生への連絡先情報の公開 
「学生への連絡先公開について」のアンケート結果に基づき、了解いただいた内容にて先生方の連絡先

を学生に公開いたします。公開方法は別途アンケート実施時にご案内いたします。 

 

(16) 科目等履修生や他大学生の受講 
科目等履修生や、「大学コンソーシアム京都」単位互換事業により他大学生が受講する場合があります。 

 

３. 成績評価 

(1) レポート課題提出 
学生にレポートを課す場合は、ご担当者に授業中回収していただく方法と、締切日を定めてレポートボッ

クス（教務部前に設置、鍵付き）で回収する方法があります。レポートボックスで回収する場合は、教務部保

管の該当ボックスのキーで直接ご本人が適宜回収くださいますようお願いします。 

使用される場合は、教務部までお申し込みください。また、ボックスは、「科目名」での使用とさせていただ

きますので、ご協力ください。 

 

(2) 試験に関する注意事項について 
期末などに行われる試験に関する注意事項については、『履修の手引き』に以下のとおり記載しておりま

す。 

① 座席を指定された科目については、指定された席で受験のこと 

       座席表は、教室の入口に掲示します（授業により、座席を指定しない場合もあります）。 

② 「学生証」の提示を指示された場合には、机上に写真面を上に提示すること。忘れた場合は、監督者

に申し出その指示に従うこと 

③ 試験場では、筆記用具と許可された持込物件以外は机上に置かないこと。その他は鞄等に収納する

こと。 

④ 試験開始後の入室、退室については、試験監督者の指示に従うこと。 

⑤ 不正行為を行ったと認められる場合は、該当する学期のすべての受講登録科目を０点とします。 

⑥上記の他、試験場では試験監督者の指示に従うこと。      
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(3) 英語科目の補習と再試験について 
英語ⅠA～ⅣB（必修科目）の不合格者については、以下のとおり補習授業終了後に再試験を実施しま

す。 

・ 英語Ⅰ～Ⅳ成績報告後、不合格となった者のうち、出席が３分の２以上の者を対象に、補習授業を実施。 

・ 補習授業の最後に再試験を実施。 

・ 再試験に合格した場合は、教務部長が単位を認定。 
・ この補習授業ならびに再試験は、本学言語教育センターが実施。 

(4) 成績評価とG.P.A. 
① 成績の評価は 100点を満点とし、60点以上を合格としています。各科目の評価基準はシラバ
スで学生に公表しています。素点と評価記号 S、A、B、C等との関係は、下表のとおりです。 

・素点と評価および GPAポイントとの関係 
素    点 評  価 合  否 GPAポイント 

９０点～１００点 Ｓ 合 格  ４ 

８０点～  ８９点 Ａ 合 格  ３ 

７０点～  ７９点 Ｂ 合 格  ２ 

６０点～  ６９点 Ｃ 合 格  １ 

  ０点～  ５９点 D 不合格  ０ 

 

・GPAの計算方法 
（Ｓ成績科目４ポイント×単位数)＋（Ａ成績 )＋…… 

G.P.Ａ.＝ 
総単位数（全科目の単位の合計） 

 

② 成績報告締切日 
Webによりご報告の場合 

  前 期  ：  8月12日(金)  前期終了科目 

  後 期  ：  2月10日（金）  後期科目および通年科目 
 

紙によりご報告の場合 
  前 期  ：  8月8日（月）  前期終了科目 

  後 期  ：  2月6日（月）  後期科目および通年科目 
なお、夏期集中講義は前期科目の締切日と同様とします。秋期集中講義については、授業ごとに締切日

を設定します。 

 

③ 成績疑義照会制度および成績訂正期限について 
受講登録開始までに成績を確定させ、学生にとって遅疑のない受講登録を可能とし、また学生に対して成

績評価基準を明確にするために、以下のとおり成績疑義照会制度を設けています。 

①申請条件：不合格科目の結果について疑義を提示し、再確認を求めることができる 

②申請期間：その都度定め公示する（成績通知日から３営業日程度) 

③申請方法：「成績疑義照会申請書」を受け付け後、原則的には成績報告票記載の不合格理由

の説明で対処する。それでも対処できない場合は教員へ連絡し、教員からの回答

内容を教務部から当該学生へ伝える。なお、成績訂正期限は受講登録開始日の１

営業日前までとする。 

上記により、2011年度の成績疑義および成績訂正期限は以下のとおりとなります。 

 前期：成績疑義受付期限／2011年9月14日、成績訂正期限／2011年9月２１日 

 後期：成績疑義受付期限／2011年3月７日、成績訂正期限／2012年3月9日 

 

④ 留学終了学生の学期途中履修 
本学の規程で海外に留学した者は、翌年の５月３１日までに帰国して所定の手続きを行えば、受講登録を認

めています。また、その場合は、４月から５月末までの不在期間については、欠席扱いにしない等のご理解、ご

配慮をいただきますようお願いいたします。 
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４. 出講に関して 

(1) 非常勤講師室 
管理特別教室棟１階にあります。 

 

(2) 出勤簿の押印 
通勤手当の実費支給に際し、出勤簿により出講日数を確認させていただきますので、出講の都度、

講師室に備え付けの出勤簿に必ず押印をお願いします。 

(3) レターケース 
個人ごとのレターケースを設置しています。本学からの諸連絡や先生方宛ての郵便物などをお入

れしますので、出講の都度ご確認ください。 
 

(4) ロッカーの使用（講師室内） 
講師室のロッカーは自由にご利用ください（お帰りの際は、鍵を元にお戻しください)。なお、
使用は出講日当日のみとしておりますのでご協力をお願いします。 

 

(5) 図書館の利用 
詳細につきましては、図書館カウンターまでお願いいたします。 

 

(6) 昼食 
昼食は学生食堂をご利用いただけますが、12時から 13時までは混雑しています。 
弁当（500 円）を希望される場合は、当日 10 時までに総務課（内線 203・204）までお申し
込みください。 

 
 

５. 雇用契約、給与支払い等に関して 

(1) 雇用契約 
本学では、非常勤講師の先生方と本学園との間で雇用契約書を取り交わす方式をとらせていた

だいております。3月中旬に手続き案内を総務課より行わせていただきます。 
なお、シラバス作成依頼や時間割編成に関する事務手続きは、上記の雇用契約に先行して進め

させていただいておりますので、あらかじめご了承ください。 
 

(2) 科目登録者数による選択科目の取り扱いについて 
ご担当いただきます授業科目につきまして、本学では選択科目の場合、４月に受講登録を実施

した結果、科目履修登録者が極端に少ない授業科目について、開講を取り止めることがあると規

定しております。 
このことにより、2011 年度、万一開講を取り止める事態が生じました場合は、先生方には甚
だご迷惑とは存じますが、事情ご賢察の上、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

 

(3) 給与支払いについて 
毎月 16日が給与の支払日です。ただし、16日が土曜日または休日にあたる場合は、前日に支
給されます。 
源泉徴収票は、12月の給与明細書に同封します。 
 

 



12/13 

６. 各種届け 

(1) 各種変更届、証明書等 
次の事項に変更が生じた場合は、速やかに総務課までご連絡ください。各種届出用紙は総務課に

あります。給与や源泉徴収事務に関係することがありますので、異動がありましたら速やかにご連

絡ください。また、在職証明書等が必要な場合、総務課にご依頼ください。 
 

① 住所・電話番号  

② 氏名  

③ 通勤経路 

④ 本務校 

⑤ 本務校での職位 

 

(2) 事務室取扱い時間 
① 通常取扱い時間 
8：45～11：10、12：10～17：15となっています。 (窓口閉鎖時間 11：10～12：10)  

 

② 5講時、6講時対応 
教務部では、５講時、6講時の授業に対応するため以下の時間まで職員を配置しています。授業に関するこ

とは遠慮なくお申し出ください。 

5講時授業対応  18時30分まで 

6講時授業対応  19時30分まで 
 

(3) 連絡先 
各課連絡先を『履修の手引き』に記載しておりますので、ご参照ください。 

なお、教務部は下記のとおりです。 

 

学務第1課   

主に文学部・現代ビジネス学部・文学研究科・文化政策学研究科・ 

資格課程（教員免許・保育士除く）関連業務担当 

電話：０７５－５７４－4324（直通) 
Ｆａｘ：０７５－５７４－４１３４ 
E-mail： 1academic@tachibana-u.ac.jp 
 

学務第2課   
主に人間発達学部・教員免許/学校図書館司書教諭/保育士・ 

国際交流/言語教育関連業務担当 
電話：０７５－５７４－４１92（直通) 
Ｆａｘ：０７５－５７４－４１３４ 
E-mail： 2academic@tachibana-u.ac.jp 
 

学務第3課   
主に看護学部・看護学研究科関連業務担当 
電話：０７５－５７４－４325（直通) 
Ｆａｘ：０７５－５７４－４１３４ 
E-mail： 3academic@tachibana-u.ac.jp 
 

教務課   

主に教務システム・時間割・受講登録・学籍管理等関連業務担当 
電話：０７５－５７４－４１８８（直通) 
Ｆａｘ：０７５－５７４－４１３４ 
E-mail： academic@tachibana-u.ac.jp 
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７. 大学までの交通機関について 

(1) 地下鉄東西線の案内 
・ 「椥辻駅」下車。東へ徒歩15分です。 

(2) 京阪バス 
・ 山科駅（発着）⇔京都橘大学（発着）の路線バス（２６Ａ系統）が運行しています。 

・ 平日ダイヤは曜日により一部ダイヤが異なりますのでご注意ください。 

※ 学内行事等により、臨時便を運行する場合はその都度ご案内します。 

※ 京阪バスダイヤは大学ホームページ(http://www.tachibana-u.ac.jp)「交通アクセス」からも詳細をご覧に

なれます。 

(3) Tachibana Liner（2010年4月9日(金)より運行開始） 
・ 「丹波橋駅」－「六地蔵駅」－「大学」間で直行バスを運行します。 

・ 当路線は座席定員制です。定員になりますと、ご乗車いただけないことがございます。 

・ 回数券でのご利用となり、生協購買部で販売しております（1冊11枚つづり2,000円)。 

・ バス乗り場ならびにバスダイヤ等につきましては、大学ホームページ(http://www.tachibana-u.ac.jp)ま

たは案内ちらしをご覧ください。 

(4) 山科急行（2010年11月1日(月)より運行開始） 
・ 京都駅～大学間で路線バスが運行しています。 

・ 座席定員制で、立席乗車はできません。定員になり次第、乗車できなくなります。 
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清和館 １Ｆ
１１１ 北側 可 58

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ 三 ○ ○ ○

１１２ 可 58
○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

１１３ 可 58
○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ テープレコーダー×1

CDラジカセMD付き×1

１１４  認定看護教育課程教室南側 可 107
1 1 ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○  天三 ○ ○ ○ ○ ポータブルVP×1

CDラジカセMD付き×1

１１５ 可 60
○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ 三 ○ ○ ○

テープレコーダー×2

１１６ 可 60
○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

CDコンポふた開閉不良（再生可）

２Ｆ
１２１ 北側 可 58

○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

１２２ 可 58
○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

１２３ 可 58
○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

１２４ 南側 可 107
1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 天 ○ ○ ○ ○ CDラジカセ×1

テープレコーダー×1

１２５ 可 60
○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ テープレコーダー×1

CDラジカセMD付き×1

１２６ 可 60
○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ テープレコーダー×1

CDラジカセMD付き×1

３Ｆ
１３１ 北側 可 98

1 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 天 ○ ○ ○ ○ ○

１３２ 可 98
1 1 1 ○ ○ ○ ○ ○ 天 ○ ○ ○ ○

保管庫キー別

１３３ 可 58
○ ◎ ○ ○ ○ ○ 三 ○ ○ ○ くずし字解読辞典　19部

テープレコーダー×1

１３４ 南側 可 108
1 1 1 ○ ○ ○ ○ 天 ○ ○ ○ ○

VHS有り、テレビなし

１３５ 中教室 169
1 1 1 ○ ○ ○ ○ ○  天三 ○ ○ ○ ○ ○

スクリーン２基（正面＋左）

４Ｆ
１４１ 北側 可 58

○ ○ ◎ ○ ○ 三 ○ ○ ○ テープレコーダー×1
CDラジカセMD付き×1

１４２ 可 58

○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○
デスクトップPC×3台、プリンター×1
台、スキャナ×1台
CDラジカセMD付き×1

１４３ 可 33
○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ テープレコーダー×1

CDラジカセ×1

１４４ 可 33
○ ◎ ○ ○ ○ ○

１４５ 中教室 119
1 1 1 ○ ○ ○ ○ 天 ○ ○ ○ ○ ○ 保管庫キー別

テープレコーダー×1

１４６ 階段教室 186
1 1 1 ○ ○ ○ ○ ○ 天 ○ ○ ○ ○ ○

ＮＤＣ 95部　ＢＳＨ 111部

管理棟 ３Ｆ
２３１ 製図室 40

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ※ブラインド
デスクトップPC×4

管理棟 ４Ｆ
２４２ 書道室 可 42

○ ○ ○

２４３ LL教室 47
1 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

卓内蔵型LL

２４４ 書道室 可 72
1 ○ ○ ○

２４５ 大広間 座敷 －
※

※aiwa→CD×　KENWOOD→テープ

研究室棟 ２F
５２１ 保育実習室 可 －

５２２ 和室 座敷 －

５２３ 旧外C 可 ロ 26
○ ○ ○ ○ ○

TV映像に乱れあり

５２４ 共研Ａ 12
○

３Ｆ

５３２ 可 32

○ ○ ○ ○ ○
くずし字解読辞典　19部
予備VHSデッキ有
予備イス×7

５３３ 共研Ｂ 12
○ 予備イス×6

PC×1・プリンタ×1・スキャナ×1

４Ｆ
５４１ 共研Ｃ 12

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 予備イス×4
PC×2・プリンタ×1・スキャナ×2

清心館 １Ｆ
７１１ PCルーム 60

1 ○ ○ ○ 天 ○ ○ 白
プラズマディスプレイ(×２)

２Ｆ
７２１ PCルーム　 西側 36

1 ○ ○ ○ 天 ○ ○ 白

７２２ PCルーム　　東側 36
1 ○ ○ ○ 天 ○ ○ 白

７２３ LL+PCルーム 56
1 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ 天 ○ ○ 白

プラズマディスプレイ(×２)

７２４ PCルーム 56
1 ○ ○ ○ 天 ○ ○ 白

プラズマディスプレイ(×２)

３Ｆ
７３１ LL+PCルーム 40

1 天 ○ ○
プラズマディスプレイ(×１)

７３３ 階段教室 314
1 1 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 天 ○ ○ ○ ○ ○ 備付けテープレコーダ

予備イス×20
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清史館 １Ｆ
８１１ 実習室実習型 48

○ ※1 ○ ○ ○ ○ 三 ※2 ○ ※1 ポータブルVP
※2 ブラインド

８１２ 南側 可 56
○ ○ ○ ○ ○  三天 ○ ○ くずし字解読辞典 10部

丸型スライド本体のみ
２Ｆ ８２１ 中教室 204 1 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  三天 ○ ○ ○ ○ ○

８２２ 北側 可 ロ 24
○ ○ ○ ○ ○

８２３ 南側 可 ロ 22
○ ○ ○ ○ ○

VHSリモコンなし

清風館 ３Ｆ

９３０１ 可 ロ 22

○ ○ ○ ※ ○ 白
※ブラインド
ビデオレコーダー不調（再生可）
予備イス×8

９３０２ 共研1（学部長室） 可 ロ 16
○ ○ ○ ○ 白

９３０３ 共研2 可 ロ 17
○ ※ ○ ○ ○ 白 ※ポータブルVP

予備イス×5

４Ｆ
９４０１ 会議演習室 可 ロ 35

1 1 ○ ○ ○ ○ ○ 天 ※ ○ ○ ※ブラインド
予備イス×2

９４０２ 共研3(CAD) 12

○ ※1 ○ ○ ※2 ○ 白
※1 ポータブルVP
※2 ブラインド
予備イス×4
PC×1・プリンタ×1・スキャナ×1

５Ｆ
９５０１ 階段教室 324

2 2 1 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 天 ○ ○ ○ ○ ○

９５０２ 製図室 可 40
1 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○  三天 ※ ○ ○ ○ ※ブラインド

予備イス×13

清優館 １F
Ａ１０２ 実験室 40

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ プラズマディスプレイ(×６)
PC・プリンタ有り

Ａ１０３ 可 ロ 24
○ ○ ○ ○ ○ ○ 天 ※ ○ 白

※ブラインド

清優館 ２F
Ａ２０１  中教室階段教室 165

2 2 2 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ 天 ○ ○ ○ ○ ○
プラズマディスプレイ(×８)

３F
Ａ３０１ 第1実習室 －

1 1 1 ○ ○ ○ ○

Ａ３０２ 第2実習室 －
1 1 1 ○ ○ ○ ○

清優館
Ａ４０１ 第3実習室 －

1 1 1 ○ ○ ○ ※ ○
※準備室（A402）に配置

Ａ４０３ 共研 可 ロ 17
○ ○ ○

Ａ４０４ 大学院生室 可 ロ －
○

PC＆プリンタ×4

Ａ４０５ 可 ロ 24
○ ○ ○ ○ ○ 天 ○ 白 予備イス×1、

TV・VHS・DVD予備一式有り

Ａ４０６ ゼミ・会議室 可 ロ 40
1 1 1 ○ ○ ○ ○ 天 ※ ○ 白

※ブラインド

清香館 １F Ｂ１０１～
Ｂ１０５ 可 ロ

24
（予備
4）

○ ○ ○ ○ ○ ○ 天 ○ 白 ポータブルVP
ポータブルMD・ラジカセあり

１F Ｂ１０６～
Ｂ１０９ 可 ロ

24
（予備
4）

○ ○ ○ ◎ ○ ○ 天 ○ 白

１F
Ｂ１１０ 可 ロ

24
（予備
4）

○ ○ ○ ○ ○ ○ 天 ○ 白

２F
Ｂ２０１ 階段教室 292

3 3 1 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ 天 ○ ○ ○ ○ ○
プラズマディスプレイ(×8)

Ｂ２０２ 中教室 可 174
3 1 1 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ 天 ○ ○ ○ ○ ○

児優館 ２F
Ｃ２０１ 多目的室 可 90

1 2 1 ○ ○ 天 ○ ○ ○ ○ ○

３F Ｃ３０１ 理科実験室 43 1 2 1 ○ ○ ○ ○ ○  三天 ○ ○ ○
Ｃ３０２ 図工実習室 54 1 2 1 ○ ○ ○  三天 ○ ○ ○

４F Ｃ４０１ 調理実習室 40 ○ ○

Ｃ４０２ 音楽実習室 可 60
1 2 ○ ○ ○ ○ 天 ○ ○ ○

５F
Ｃ５０１ 録音編集室 －

○ ○ ○ ○ ○

Ｃ５０２  臨床教育実践スタジオ 可 40
1 2 1 ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ 三 ○ ○ ○ 予備イス×1

ポータブルVP

Ｃ５０３ 教材開発室 可 －
○ ○ ○ ○

Ｃ５０４ 共同研究室 可 16
○ ○ ○ ○ ○

明優館 １F
Ｄ１０１ 大教室 245

2 3 1 ○ ○ ○ ○ ○ 天 ○ ○ ○ ○

２F
Ｄ１０２ 実習室

2 3 1 ○ ○ ○ ○ ○ 天 ○ ○ ○

Ｄ２０１ 大教室 245
2 3 1 ○ ○ ○ ○ ○ 天 ○ ○ ○ ○

Ｄ２０２ 中教室 可 180
2 3 1 ○ ○ ○ ○ ○ 天 ○ ○ ○ ○

Ｄ２０３ 中教室 可 180
2 3 1 ○ ○ ○ ○ ○ 天 ○ ○ ○ ○

３F
Ｄ３０１ ＣＡＤ室 46

1 1 1 ○ ○ ○ ○ ○ 天 ○ ○ ○ 白

Ｄ３０２ 製図室 96 2 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ 天 ○ ○ ○ 白

テレビ・・・・・・・◎＝４２型液晶テレビ（ＰＣとの接続ができパワーポイントの画面表示が可能）
テープレコーダ ･･････ ◎＝教卓マイク用アンプ一体型、○＝ポータブル・テープレコーダ
スクリーン･･････三＝三脚床置型、天＝天井吊下型、掛＝掛軸型




